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な環境下 で グ リセ ロ ール に さらす こ と （40）

に ょ っ て 示 され た 。 ど ち らの 場合で も，グリ

セ ロ
ー

ル を 1 短 M 以上 の 濃度で加え ると菌の

生存率は急速に減少した 。 こ れ らの こ とは我

々 に，微生物 があ る栄養物 に 対 して 抵 い 親和

性の 取 り込み 系を 欠 い て い る時に は ，
そ の 栄

養物 の 細胞内 へ の 過剰の 取 り込みを調籬する

た め他の メ カ ニ ズム が 作用す る こ とを予測 さ

せ る。 （以下次号に 続 く）

瞥聖
bl
鋤淞 躍 蝋解甲 F°浦 一

マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ慰 慶擁
・
液 静 麺

　　1994 ・OP・・e・・k・・ 一・ ・ 汐
，

ぺ 四 ・ ゴ躍勧 よYs　igk・鎌 ♪吻 か れ

　　　　　　　　　　　　　　　　，黔 、

ヱ夢、 埜 吻物 理
．？ （rz・ 二 の 蝋 、　s・・1

・
1

、
屋塗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吻 鹿吻 rk　rt　E“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ・
・

招 痔・7 れ 、 豹
一旭 勾・＝ hP一

声蔓稻畴 冉令野か ら4盛 婦 灘

η， 如 4 捫 ダレ フ協 彰辞 眺 馨’♂儲 備 哘 ・ ナ砿 ・

す 舳 写， エ．n・7・ chanismS ・チ Adh4si・n
，

2 ．ア；！伽 D・　Vt／・2m・，it
祕 〜亡・ 傭 ・

解
・ e・β

，
・・！・翻 ウ 朔 β嶼 ・ef

・

4 ・脳 、

2α

雛轣 鰤 砺 勧 協 嚇 跡 すい ・ 鰡 、殉 袈に

つ “ 7
，

・ れ護多榔 奇鶴 パ 集ツ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甚痔肉討 諭 確 ・ ヒ 店 膚霧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　罪 鱗 的 移 く ・ ’磁 戴 耀 灘幻η τマ ・惣 〆 踏 書e2 　ttす ．

両 仁 鯤 。亀 ・ あ沸 左すミ…Le．凋 るみ ∫了工サしF−
・ （・）CF　，yr−．　ve　，：・ ・く）

　　 o　　■　　σ

〈 文献紹介 〉

Pythium 　Root 　 Rot ：： ABarrier 　to 　Yield 　of 　Pacific 　Northwest
Wheat ．

　　　 by 　R ．　J　Cook 　and 　W ．　A ．　Haglund

　（Agric ・ Res ・ Cen
．
・ Wash ・ Sta

・
Univ ・ Res ・ Bull ・ XB　O913 ，

　　1− 18 　（1982 ）， ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大農研 菊 本 敏 雄

　ア メ リカ北西部 の ワ シ ン ト ン
． オ レ ゴ ン

，　　
一度冬 ノb麦として栽培 され て きて い る。 しか

ア イダホ州 な どで は， 伝統的に 小麦は 2年に　　し， 過去 20年の 間に ， 降水量が 比較的多い地
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域や 潅漑に よ っ て ，年一作の 方向に変 っ て き

て い る 。 こ の 作付体系で はほとん ど晩播 きで．

また 不耕起栽培化 輝進ん で い る 。

　土壌 くん蒸 は土 壌病害 の防除法の 1 つ とし

て ， こ の 30年聞 に 多 くの 研究者が 使用 して い

る 。 こ れ らの 研究の 結果か ら，土壌 くん蒸 に

よ っ て作物 （小麦） の 生育が 増進す る こ と．に

対 して ， つ ぎの 2 っ の 司能性が示唆 され る 。

すなわ ち， PYthiUiP菌 の 防 除 と無機栄養分

の 増加で ある 。 こ の い ずれかを明らか にす る

こ とが，本研究の 目的 とな う て い る 。 小麦の

生 産 に 土壌 くん蒸を行 うC とは経 済的 に は 成

り立たな い が ， 研究手段 として 使周 す るζ と

に よ り有益な知見を得る こ とがで きる 。 ク ロ

ル ピ ク ljン ．臭化 メ チ ル
，
　 Tel　one （1 − 3 ，

dichleropropene）な どの くん蒸剤を用い ，

1974 − 78．年の 期間 ， Walla　Walla，　Lind

および PUIImanで の 圃場試験 の 結果か ら以
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下 の こ とが 明らか 3Cされた 。

　表 1で み る ように ， 単位 面積当りの個体数 ．

分げつ およ び穂数の増加がみ られ る e 出穂時

の草丈は 3 − 5　am 高 く， 葉面積詣数 も増大 し

て い る 。 さら に 出穂期 と開花が 1週 間ほ ど皐

くな っ た 。 また 出穂直前 の 根系 の 調査 で は，

対照 区 の根は 深 さ 150　Cm の 層位 で まば らとな

り， 180　cm で は見当た らな い 。 と ζ うが， く

ん蒸 区 で は 210　an まで根 の 抻長が認あ られた 。

一
般に ， くん蒸処理 によ っ て 収 量 は 15 −

　20
％増収 した 。 い くつ かの 実験で Sま， 生育が促

進 された こ と で ． かえ っ て 倒伏 の 増加や 晩春

の 霜害 を受 け減 収 し7t　 e

　Tdoneを含 め ， す べ て の くん 蒸 処 理 土壌

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9　 ψ 　■

（0 − 20 餓 の 深 さ） で 有効態 N （主｝c　NH 　4

として ） の 増加がみ られ てい る 。

　 表 3 で 明らか なよ うに ， Telone単独の処

理 で は生育 の 増進が 起 こ ら な い の で ， 有効態

N の増加 は小麦の 生 育の 促進 とは 直接結 び つ

か ない 。Pythium菌に対 して TelOPteは防 除

効果が な く， ク ロ ル ピ ク リン と混用（Telone

C ＞ した時に は じめ て 殺菌効果 が認あられた 。

　 く・ん蒸処理に よ っ て ，まず土壌中の有害歙

生物 （Pythium菌な ど）が取 り除 か れ ， それ

に よ っ て 根系の健全電発膏が保た れる 。 根 （と

くに 先端部） の 健康こ そ が ，
こ こ で み られ た

小麦 の 生育促進 に 封 して ， 第
一

義的 な意味を

持 つ と い う結論 に 瀏逮 した 。
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